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現
ह
進
め
て
い
る
子
ど
も
達
の
்
期
国

ࢊ
教
育
や
小
学
ࢷ
か
ら
の
ם
ࢊ
教
育
を
更

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
力
の
向
上

と
࠲
ࢫ
的
な
身
ఘ
、
長
井
の
心
を
持
つ


し
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、

月
ٳ
܁
の
旧
長
井
小
学

ࢷ
第
֚
ࢷ
ৡ
を
拠
点
と
し
、
ↄ
⁌
↽
ⅽ
教

育
・
↭
⇀
ↇ
↼
↵
ン
ↇ
・

育
な
ど
の
ఘ

ࡑ
学
習
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の
起
業
ز
ୈ

૰
も
ူ
い
ま
す
。

ୋ
造
業
や

業
な
ど
の
も
の
づ
く
り

産
業
の
更
な
る
૦
ޟ
と
、
長
井
ࢥ
業
高
ࢷ

や
५
大
ࢥ
学
໐
と
の
Ⴒ
ࠈ
を

り
な
が
ら
、

大
学
、


学
ࢷ
な
ど
の
ည
౿
を
目
ঐ

し
、
も
の
づ
く
り
人
ऺ
を
ই
め
、
ະ
௷
す

る
介
護
や
࠺
設
を
担
う
人
ऺ
の
育
成
を


り
ま
す
。
ま
た
、
起
業
・
創
業
と

業
の

6
次
産
業
化
、
新
ܰ
就

な
ど
を
積
極
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
観
光
交
流
ݖ
の

௩
大
に
よ
り
、
多
様
な
雇
用
、
働
く
ા
を

創
出
し
ま
す
。
更
に
、
観
光
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
「
や
ま
が
た
長
井
観
光
局
」

を
長
井
、
ධ
ု
、
ฒ
వ
、
๑
ཅ
2
市
2


に
よ
る
ࢩ
域
Ⴒ
ࠈ
へ
と
อ
ജ
さ
せ
、
↫
↼

⇁
ー
長
井

や
ⅾ
ン
バ
ⅿ
ン
↟
 
ٸ
国
人

観
光
ݖ

に
よ
る
観
光
૦
ޟ
を

り
ま
す
。

重
要
文
化
的
ࠊ
観
と
な
っ
た
長
井
の
街


み
な
ど
の
Ⴄ
ঃ
・
文
化

࡙
を
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
生
か
し
、
ൽ
の
פ
「


の
み
な
と
長
井
」
か
ら
旧
長
井
小
学
ࢷ
第

֚
ࢷ
ৡ
、
ま
ち
の
פ
「
ↆ
⇀
ス
バ
」
へ
と

ま
ち
な
か
観
光
の
௩
大
を

り
、
に
ぎ
わ

い
創
り
と
ま
ち
な
か
活
性
化
を
目
ঐ
し
ま

す
。
ま
た
、
観
光
交
流
の
拡
大
に
よ
る
多

様
な
雇
用
と
働
く
ા
を
つ
く
り
、
長
井
を

ࡓ
ܨ
に
し
て
い
き
ま
す
。

ڎ
地
ߊ
公
民
܁
を
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
↊
↵
⁍
↡
↜
⁇
→
ン
タ
ー
と
し
、

地
ߊ
民
の

ࠃ
と
協
働
で
地
域
ཡ
ब
の
拠

点
づ
く
り
や
地
域
福
祉
、
↊
ン
↩
↡
ↀ
ン

ス
ܥ
能
な
ど
を
設
౾
・
充
実
さ
せ
、₉
　　ġġ”小
さ

な
拠
点

“  
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
市

ඤ

地
ߊ
の

࣑
あ
る
活
性
化
を
目
ঐ
し

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い

年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

希
望
に
ྖ
ち
た
ܵ
か

し
い
1
年
と
な

り
ま
す
と
と
も

に
、
な
お
֚


の
ご
活

ご
࠲

ੳ
を
ご
ܫ

ැ
し
、
新

年
の
あ
い

さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

ɣĳ0ĳ0ාނςϋάΛ·ȆΩρςϋάΛ·̫͒࢜

̹৾りழ͙ͬͅࢵ進͛ȂاȆ͉̲̳ࠝͬ͛͂

ͥ長井͈ྛႁ࣭ͬඤͅٸอ̱ま̳ȃ

も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
と
起
業
・
創
業

支
援
、
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
を

元
気
に
し
ま
す

長
井
に
住
み
な
が
ら
世
界
を
相
手
に

ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す

各
地
区
公
民
館
の
コ
ミ
セ
ン
化
に
合
わ
せ
、

防
災
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
小
さ
な
拠
点
の
整

備
を
図
り
、
均
衡
あ
る
地
域
の
活
性
化
を

進
め
ま
す

ɣঊ͈֗̀׳ਰ͂අ̜ͥͥ̈́ࢵ͈֗ޗਰͬりま̳ȃ

ɣ΅λςͺͬ֗ޗ推進̱ܳުزୈ૰ͬူ̞ま̳ȃ

重
要
文
化
的
景
観
な
ど
歴
史
・
文
化
資
源
を

中
心
市
街
地
活
性
化
に
生
か
し
、
に
ぎ
わ
い

を
創
り
、
多
様
な
雇
用
と
働
く
場
を
つ
く
り

ま
す

長
井
創
生
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

新年のごあいさつ
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２
０
１
９
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、

市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市
政
運
営

と
「
み
ん
な
で
創
る 

し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
長
井
」
の
推
進
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
15
日
、
第
17
代
市
長
と

し
て
就
任
し
、
引
き
続
き
4
期
目
、
新
た

な
4
年
間
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
長
と
い
う
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
改
め
て
、

初
心
に
帰
り
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
、
市
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

超
少
子
高
齢
化
や
若
者
流
出
な
ど
、
人

口
減
少
社
会
に
対
し
て
、
今
後
、
持
続
可

能
な
長
井
市
・
地
域
社
会
を
ど
の
よ
う
に

創
っ
て
い
く
か
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
20
年
で
人
口
が
約
3
割
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
る
中
で
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
長
井
市
は
「
長

井
創
生
」
に
全
力
で
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
更
に
長
井
創
生
を
加
速
さ
せ
、

こ
の
厳
し
い
難
局
を
乗
り
越
え
、
次
世
代

に
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
総
力
を
結
集
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
　”
オ
ー
ル
長
井

“　
で
の
ま
ち
づ

く
り
へ
向
け
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
参
加

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私
達
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

創
る
た
め
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
き

ち
ん
と
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
私
達

世
代
の
責
任
で
す
。
そ
の
た
め
、
長
井
の

未
来
を
創
る
３
つ
の
重
点
戦
略
と
10
の
主

要
政
策
を
掲
げ
長
井
創
生
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

①
温
か
い
介
護
と
福
祉
医
療
の
充
実

②
し
あ
わ
せ
に
子
育
て
、
特
色
の
あ
る
教

育
の
充
実

③
子
ど
も
と
女
性
、
若
者
が
夢
と
希
望
を

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

④
文
教
ス
ポ
ー
ツ
都
市
の
実
現
に
向
け
た

芸
術
文
化
の
創
造
、
生
涯
学
習
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

⑤
公
共
施
設
整
備
と
中
心
市
街
地
活
性
化

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑥
も
の
づ
く
り
産
業
と
起
業
・
創
業
支
援

⑦
に
ぎ
わ
い
と
観
光
交
流
の
拡
大
に
よ
る

多
様
な
雇
用
の
創
出

⑧
小
さ
な
拠
点
の
整
備
で
市
民
協
働
の
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り

⑨
財
政
力
を
守
り
、
温
か
く
信
頼
さ
れ
る

市
役
所
づ
く
り

⑩
地
方
創
生
推
進
交
付
金
や
拠
点
整
備
交

付
金
な
ど
国
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用

３
．
活
発
で
災
害
に
強
い

　
　
　
　
　地

域
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

２
．
に
ぎ
わ
い
と
働
く
場
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す

す
め
ま
す

１
．
元
気
な
人
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

こ
れ
か
ら
『
４
年
間
の
新
た
な
決
意
』

未
来
へ
の
責
任
！

次
世
代
に
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
！

長井市長　内谷重治

長井橋から望む
　　重要文化的景観～最上川上流域における長井の町場景観～

新たなチャレンジ！

“長井創生”の更なる加速！！
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現
ह
進
め
て
い
る
子
ど
も
達
の
்
期
国

ࢊ
教
育
や
小
学
ࢷ
か
ら
の
ם
ࢊ
教
育
を
更

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
力
の
向
上

と
࠲
ࢫ
的
な
身
ఘ
、
長
井
の
心
を
持
つ


し
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、

月
ٳ
܁
の
旧
長
井
小
学

ࢷ
第
֚
ࢷ
ৡ
を
拠
点
と
し
、
ↄ
⁌
↽
ⅽ
教

育
・
↭
⇀
ↇ
↼
↵
ン
ↇ
・

育
な
ど
の
ఘ

ࡑ
学
習
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の
起
業
ز
ୈ

૰
も
ူ
い
ま
す
。

ୋ
造
業
や

業
な
ど
の
も
の
づ
く
り

産
業
の
更
な
る
૦
ޟ
と
、
長
井
ࢥ
業
高
ࢷ

や
५
大
ࢥ
学
໐
と
の
Ⴒ
ࠈ
を

り
な
が
ら
、

大
学
、


学
ࢷ
な
ど
の
ည
౿
を
目
ঐ

し
、
も
の
づ
く
り
人
ऺ
を
ই
め
、
ະ
௷
す

る
介
護
や
࠺
設
を
担
う
人
ऺ
の
育
成
を


り
ま
す
。
ま
た
、
起
業
・
創
業
と

業
の

6
次
産
業
化
、
新
ܰ
就

な
ど
を
積
極
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
観
光
交
流
ݖ
の

௩
大
に
よ
り
、
多
様
な
雇
用
、
働
く
ા
を

創
出
し
ま
す
。
更
に
、
観
光
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
「
や
ま
が
た
長
井
観
光
局
」

を
長
井
、
ධ
ု
、
ฒ
వ
、
๑
ཅ
2
市
2


に
よ
る
ࢩ
域
Ⴒ
ࠈ
へ
と
อ
ജ
さ
せ
、
↫
↼

⇁
ー
長
井

や
ⅾ
ン
バ
ⅿ
ン
↟
 
ٸ
国
人

観
光
ݖ

に
よ
る
観
光
૦
ޟ
を

り
ま
す
。

重
要
文
化
的
ࠊ
観
と
な
っ
た
長
井
の
街


み
な
ど
の
Ⴄ
ঃ
・
文
化

࡙
を
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
生
か
し
、
ൽ
の
פ
「


の
み
な
と
長
井
」
か
ら
旧
長
井
小
学
ࢷ
第

֚
ࢷ
ৡ
、
ま
ち
の
פ
「
ↆ
⇀
ス
バ
」
へ
と

ま
ち
な
か
観
光
の
௩
大
を

り
、
に
ぎ
わ

い
創
り
と
ま
ち
な
か
活
性
化
を
目
ঐ
し
ま

す
。
ま
た
、
観
光
交
流
の
拡
大
に
よ
る
多

様
な
雇
用
と
働
く
ા
を
つ
く
り
、
長
井
を

ࡓ
ܨ
に
し
て
い
き
ま
す
。

ڎ
地
ߊ
公
民
܁
を
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
↊
↵
⁍
↡
↜
⁇
→
ン
タ
ー
と
し
、

地
ߊ
民
の

ࠃ
と
協
働
で
地
域
ཡ
ब
の
拠

点
づ
く
り
や
地
域
福
祉
、
↊
ン
↩
↡
ↀ
ン

ス
ܥ
能
な
ど
を
設
౾
・
充
実
さ
せ
、₉
　　ġġ”小
さ

な
拠
点

“  
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
市

ඤ

地
ߊ
の

࣑
あ
る
活
性
化
を
目
ঐ
し

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い

年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

希
望
に
ྖ
ち
た
ܵ
か

し
い
1
年
と
な

り
ま
す
と
と
も

に
、
な
お
֚


の
ご
活

ご
࠲

ੳ
を
ご
ܫ

ැ
し
、
新

年
の
あ
い

さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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、
観
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地
づ
く
り
を
進
め
、
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長
井
に
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、
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、
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を
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、
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用
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り
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井
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生
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新
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新年のごあいさつ
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6
月

日


地

ો
第
2
౮
と
し
て

「
ـ
ृ
き
タ
ⅿ
ン
み
ⅈ
は
の

ޡ
№
℄
ℒ
ℓ
」
の

ો
を
ٳ

ই
。
現
ह
、
ߊ
ْ
は
全
て
ۖ

ค
。

6
月
29
日

౾
賜

ਯ
ু
ၛ
࠷
ࠁ
成
の

協

締
結

。
౾
賜
3
市
5


で
Ⴒ
ࠈ
し
、

ਯ
を
௯
進

す
る
。

7
月
6
日  

    

․
8
日

な
が
い
ຐ
ਝ

 
長
井
↗

↶

で
କ
ၘ
ၰ
用
バ
ス
の
দ

ࡑ
運
࣐
を
実
施
。

8
月
15
日

長
井
市
成
人

を
ٳ
ट
。

9
月
1
日

市
ၘ
上
އ
ܿ
ા
の
施
設
Ք

ઠ
が
「
光
ဢ
ୈ
ܥ
ⅽ
ス
↽
ー

ト
↫
⁇
ー
ル
↟
長
井
」
に
決


。
ࠀ
約
期
間
は
3
年
。

10
月
1
日

↴
ⅾ
↠
ン
バ
ー
ↂ
ー
↟
を

၌
用
し
ڎ
ਅ
બ
ྶ

が
取

ං
で
き
る
「
↊
ン
↩
↡
交
付


ー
↩
ス
」
を
ٳ
ই
。

10
月
14
日

5
月
に
ུ

に
ۖ
成
し
た

↜
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▲4月29日に行われたఱܰ࿅٨ਘࢃの

あやめΞΣスーΠ၂成式。ग

වり૽ࢥঢ়ーΠになりプτーしや

すくなりました。

▲Ķ月13日の「̫ͭޮの日2ı1ĹŪů長井」

では、市内ഝځなどとႲࠈした̫

ͭޮΙλτンΐρリーがঔされま

した。४ح৪は、̫ ͭޮ༌手に市内の

ഝځりをڢしみました。

ɣĸ月ķ日ȡĹ日にঔされたながいຐ

ਝ（長井Θθ）でのକၘၰဥΨスの

দ験行。କのڢしさや、۷ࠊなど

でࢡບをංました。1ı月には、൳ਫ਼で

ဋ။のদ験行もঔしました。

▲Ĺ月1Ķ日の成૽式には、平成9年ഽ生

まれの૧成૽2ı2૽が४حし、、成૽と

してのいを࡞しました。

▲1ı月14日にグρンΡオープンした、

ま̻のפŤųŰŴŴĮţŢ（クυスΨ）。ま̻な

かの۷մ内やࠆݝਫ਼としてڰဥさ

れます。

▲1ı月21日の長井ζρΕンఱ会にタンΎΣͺ選手౬Ĺ૽をઉఞしました。

▲ΐュζȆイン΄ーさͭと、ଳࡣ၌

さͭをΊスΠにࠞえ、長井ζρΕン

ఱ会ஜ日の1ı月2ı日には、2૽の対

が࡛しました。

▲1ı月1ķ日からমஜࣣとして長井ව

りしたタンΎΣͺ選手౬は、小中学

校などをང࿚し、市民のٯさͭと

ၠしました。
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▲2月19日に平昌オリンピックのフリースタイルスキー女子ハーフパイプに出

場した鈴木沙織選手。決勝進出は逃したものの、素晴らしい滑りで市民に感動

を与えてくれました。出身校である長井南中学校や豊田小学校では、横断幕な

どを作成し先輩である鈴木選手を応援。当日はタスビルでパブリックビュー

イングも開催し、長井から鈴木選手に声援を送りました。

ɣ3月21日に小学生を対象とした起業

体験ワークショップを開催。市場調

査や銀行からの融資なども含め、会

社の仕組みを学びました。

ɣ3月2日の「きかせわっさ」贈呈式。市

では乳幼児期からの読み聞かせを推

奨しており、市内の小学1年生までの

子どもがいる家庭に配布しています。

▲長井市初のオリンピック出場を果たした鈴木沙織選手（写真下左から4番目）。
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ͭޮΙλτンΐρリーがঔされま

した。४ح৪は、̫ ͭޮ༌手に市内の

ഝځりをڢしみました。

ɣĸ月ķ日ȡĹ日にঔされたながいຐ

ਝ（長井Θθ）でのକၘၰဥΨスの

দ験行。କのڢしさや、۷ࠊなど

でࢡບをංました。1ı月には、൳ਫ਼で

ဋ။のদ験行もঔしました。

▲Ĺ月1Ķ日の成૽式には、平成9年ഽ生

まれの૧成૽2ı2૽が४حし、、成૽と

してのいを࡞しました。

▲1ı月14日にグρンΡオープンした、

ま̻のפŤųŰŴŴĮţŢ（クυスΨ）。ま̻な

かの۷մ内やࠆݝਫ਼としてڰဥさ

れます。

▲1ı月21日の長井ζρΕンఱ会にタンΎΣͺ選手౬Ĺ૽をઉఞしました。

▲ΐュζȆイン΄ーさͭと、ଳࡣ၌

さͭをΊスΠにࠞえ、長井ζρΕン

ఱ会ஜ日の1ı月2ı日には、2૽の対

が࡛しました。

▲1ı月1ķ日からমஜࣣとして長井ව

りしたタンΎΣͺ選手౬は、小中学

校などをང࿚し、市民のٯさͭと

ၠしました。
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スΠτΛΙɕ;ー΅ϋΈႤঃ͂କषのコース（̻͘な̥コースĪでは、初のদみとして、༜くஜと༜きਞえ

たࢃに、࣒をઉいてのスΠτッΙޗを開催。༜くஜࢃのスΠτッΙの֑いやఱ୨さを学̭͐とができࢡບ

でした。スΠτッΙࢃの;ーキングはい中での開催でしたが、ま̻なかにఉくॼるႤঃഎな࠺やຽは
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西山の残雪に映える古里の桜巡り（豊田コース）では、৽に豊田౷ߊの༷܃ظ࿂を༜きました。ฒグρ;ン

Ρを出อし、ま̴は
̲͌り

૰社͒。の॓が४ح৪を出ࠞえ、ഷ中ངれた܃ظ民܁では、౷ࡓのٯさͭのおもてな

しに͢り、॓ をࡉながらྙしいমをڢしみました。डષとฒがࣣၠするडષビューεインΠ״い

にାされた॓木も୲ࠊで、の豊田をྖݎしながら༜きました。

ながいフッΠパス;ークでは、市内にあるအșな小ൽを΄イΡの୰

ྶを聞きながら༜く̭とで、౷̮ߊとの֑ったྛႁ、̷ して長井のၻさを

ठอࡉする̭とができます。また、̷ れ̸れの౷֖、ܬ୯ならではのを

ྙわえるのもڢしみの֚̾です。̭ のβーΐでは、ࣽ 年ഽ行ったĶٝの

ࣽ、৪の声を生かしح৪の声をતٚします。४ح動内ယと४ڰ に内ࢵもࢃ

ယをਰさせた開催をထしています。ষٝոࣛの開催に̾いても、ଟশ

おらせしていきますので、ٯさͭの४حをおఞ̻しています。

豪商のなごり足軽街道をめぐる成田コース（致芳コース）では、あやめから成田༷࿂͒࢜かって出อ。成

田สฦ૰社や௬֭などの社をり、ֵ ஜ成田פと ؚޘでは۾߸するٯさͭからಢなঔ୭તٚを

̫ました。また、́ イΡに͢るࣧऎș木家の୰ྶのषには、४ح৪から感ౚの声がષがり、౿༿౷ߊのႤঃを

学びながら༜く̭とができました。ࢵに、日進൴のおم子やな̮みձでのಓなど、౿༿౷ߊの「」もྖݎし

ました。

フットパスとは・・・

2018

森林や田園地帯、古い町並み

など地域に昔からあるありの

ままの風景を楽しみながら歩

くこと【F
フ ッ ト

oot】ができる小道

【P
パ ス

ath】のことです。

ɦ࿚いࣣわせȁ長井市かわまちづくり推進協議会事務局（市建設課）

　☎（87）0863

全体を通して

ɜ΄イΡの୰ྶがఱ་ྙޟ૬かった

௩進にもఱ་ၻかったࢫ࠲

౷ࡓのٯさͭのأかいもてなしに感৫

౷ࡓのྛႁをठอࡉできたȁȁȁȁなど

今後への提案

ɜࢵなる४ح৪൳আのၠ

ɜ˯˪˯などでのˬˮをもっとୟޭഎに

ɜ౷ࡓのခྴ૽と֚に༜くْܑ

ɜ࠺のႤঃなどをד௨でၠすȁȁȁなど

写真の配౾とא当౬体

Ⱥ豊田ースȇ豊田͏るさと૦ޟ会Ȼ

ӱडષビューεインΠӲ܃ظ民܁

Ⱥ౿༿ースȇΙーθȆͅ ルクŏłňłŊȻ

ӳऎș木家Ӵ௬֭

Ⱥま̻なかースȇ長井ـのま̻スεーΜクρブȻ

ӵমஜのスΠτッΙޗӶडષ೯ཡ

Ⱥま̻なか（ݠ）ースȇ（අ）長井ま̻̿くりŏőŐΓンターȻ

ӷ܃ఱؚӸ൷木

Ⱥ平ースȇ（අ）डષリΨーΜーリΒθΥッΠワークȻ

ӹᙎࠌӺൽચ平スキー場

①②

③④

ー参加者の声ー
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ɣȶ࣭܀యນ͈͉Ȃఘ̦ޑくȂ൚̹̹̽শͅਹ
͙̲̹ͬۜȷ͂ଲͬٮ̱̹ۜന̯ͭȃ

　レͼンδープρン推進協議会ġ会長

৹ႅ　გ

　জはୌआのؖ地ߊで業をאんでいます。レͼ

ンδープρンの地֖۪のࣉえ方にۜވし、成˕

年度のম業開始൚からレͼンδープρン産を

生産しています。ऩしているैは৽にༀȆ大൨Ȇ

そ Ȇ͊なた͇です。学校ݯで子̓も達が͓ている

レͼンδープρンબༀもै̽ています。また、地元

のম業৪に協力してもらい、ො൨ȆみそȆと̠ Ȇ͏なた

͇な̓のح工のୋ造と์คもしています。

　生産৪としては、皆さんに「おいしい」「また͓た

い」と̽࡞てもら̠ことが一๔のܔびです。レͼン

δープρンは、そんな生産৪とક৪のつながりを

生ごみの۪を通して生みし、市ྦྷの皆さんが一

にな̽て、長井のཅかな自டとވంする業や࠲

、えています。জもࣉな生活をつくる取り組みだとࢫ

ैͥ૽͓͂ͥ૽͈̦̾̈́ͤͬ
ষ͈ଲయ͜ͅ

第 ĳıĲ 号

生ごみを分༆してくださ̽ている皆さんのことをএ

いながら、できるだけをࡘらし、ै に合̵ͩた

ၳのഐୃなঀ用をがけてऩをけています。

　今年度レͼンδープρン推進協議会では、行ଽ、५

大学と協力して、20年ոષにളるレͼンδープρࠁ

ンの۪߿地֖づくりの成果と࡛ેと課題をږす

るためのऔম業に取り組んでいます。市ྦྷの皆さ

んにはͺンΉートऔな̓にご協力をいただきۜ৫

૭しષげます。

　ଲయが変ͩり২会も変ͩり、レͼンδープρンに

もࡉೄすതがအ々てきているかとএいますが、̓

んなに時యが変ͩ̽ても自டの۪のಎにある「い

の̻との大୨さ」は変ͩりま̵ん。今回のऔࠫ

果も४ࣉにしながら、レͼンδープρンがして

きた「۪」を、今後̓のよ̠に৹い人達や子̓も達

にഥえ、ষのଲయに

合̽た取り組みに

していくのか、市

ྦྷも行ଽも一に

な̽てდし合̽て

いけͦ͊とএ̽て

います。皆さんの一

のご理解ご協力

をよͧしくおܐい

いたします。

ɦ࿚̞合̵ͩ　τͼϋδȜίρϋଔૺ協議会事務局　☎ȆFAX （ĹĹ）ĳķıĲ　ŦĮŮŢŪŭ Ļ ŪůŧŰĮųűŁŦįūŢůįůŦįūű

ɣঊ̓͜ో֚͂ͅਅ̧͘

ĺ　 ༭̦̞̈́　ĳıĲĺȅĲȅĲࢩ　

५͏ࠁる̯と˟˩ఱરġਜરをરȊȊ

　లĲĺٝ५̯͂ͥ͏ࠁ˟˩ఱર͈ૣऔ̦ٛĲĳ

ΞτΫ́༶̯ͦȂಿࠁĲĸȂŚŕŔ५ ֔ঌै

ȶ̹͛௳̦̹͍ͥȷ̦ ఱરͅষ̪ਜરͬર

̱̱̹͘ȃಿ ֔ঌै͈ਜરર͉ˑා͐ͤĳ

ഽ࿒̳͂̈́ͤ͘ȃ

　͈ࣽٝै͉Ȃକ͈̻͘ಿ֔ঌ̦ͥࡶ२ໟࠌ

͈ྛႁͬͤ͢ఉ̩͈૽̞̹̞̞̽̀ͣ͂͜ͅ

̠এ̞́ଷै̱̱̹͘ȃ

番組（ૣ査会）ठ༶送のおらせ
ĲশȡŚŕŔ̮ͬ။̩̺̯̞ȃࢃࡿ Ĵˍ

長井ঌैġ～̹͛௳̦る̹͍～

※問い合わせ　市総合政策課秘書・広報室☎（８７）０７１４

଼ Ĵı ාഽġಿ֔ࢷࣞުࢥġهࢷఴݪࡄอນٛの̮մඤ

※問い合わせ　市総合政策課
　（協議会事務局）☎（８７）０７１４

 第 5 号　長井工業高校全校課題

 研究発表会のご案内

　今回は長井工業高校から全校課題研究発表会についてのご案内です。ぜひご来場ください。

　長井工業高校では、地元産業を支える人材育成

を目指した各種工業教育活動を展開しており、そ

の一つとして、３年間の学びの集大成である「全校

課題研究発表会」を毎年実施しています。この活動

は、「課題の解決を図る学習を通して、専門的な知

識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決

の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる」こと

を目標に、試行錯誤を繰り返しながら実践的な研

究に取り組みます。３年生はこの学習を通して、プ

レゼンテーションの手法だけでなく目標の設定や

プロジェクトの管理法、問題解決の手法を習得し

ます。自ら設定したテーマと１年間向き合いなが

ら、今までに学んだ知識を活用して一から「モノ」

を創りあげることで、「知識」を「技術」に変えてい

くことができます。

　昨年度からは、長井市ものづくり人材育成推進

協議会を始め多方面からのご支援により、タスビ

ɣौා͈อນ会͉́Ȃشڠڎかͣา̯̹ͦΈσȜί̦Ȃζ

ͼ·υζ;Α͞υΉΛΠΑΠȜή͈ୋैȂૂ ༭ྎဥͺίς

͈̈́̓ΞȜζ̞̾̀ͅίτΔϋΞȝΏοϋ̞࣐ͬま̱̹ȃ

ルで全校課題研究発表会を実施しています。昨年

度の発表では、生徒達が来賓や協力企業、一般の

皆さんの前で堂々とした発表を行い、好評を博す

ることができました。今年度も、長工生の学習の

成果をぜひご覧ください。

●いȁ̾　1月28日㈪午後１時20分～３時30分

●ど̭で　タスビル2階コンベンションホール

●内ȁယ　機械システム科、電子システム科、

　福祉生産システム科３年生の課題研究発表

　ĳıĲĺා͉Ȃུ ै̦˵˰˯५ࠁΞτΫ́ාۼ

ĲĹıٝ༶̯̳͈ͦ́͘Ȃ̶ ̮͌။̩̺̯̞ȃ

　̤̈́Ȃྀ ාĶȡĲĲۼܢ͈ಎȂ२ໟࠌ̱ͬڢ

͛ͥδȜΠΜȜςϋΈ̦͈̳̞࣐́̀ͦͩ͘Ȃٯ

̶̯֚ͭ͌͜ഽ̭͈୲̞̯̺̩͙̱ڢ̤ͬࠊȃ

ɞમ̱̩͉डષςΨȜΜȜςΒθΥΛΠ

χȜ·͈δȜΠΜȜςϋΈဥγȜθβȜΐ

̮ͬ။̩̺̯̞ȃ

　http://manabikan.wixsite.com/boat

˟˩͉長井市൲ْΙλϋΥσȶ̦̞̈́ΙλϋΥσȷ

か̮ͣ͜။̞̹̺̫ま̳ȃષܱ͈˭ˮȜΡͬඋ͙৾

ͥかȂȶ̦̞̈́ΙλϋΥσȷγȜθβȜΐか̮ͣ။く̺

̯̞ȃ

http://movie.city.nagai.yamagata.jp

　༭̦̞̈́　ĳıĲĺȅĲȅĲࢩ 　Ĺ
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ンδープρンの地֖۪のࣉえ方にۜވし、成˕

年度のম業開始൚からレͼンδープρン産を

生産しています。ऩしているैは৽にༀȆ大൨Ȇ

そ Ȇ͊なた͇です。学校ݯで子̓も達が͓ている

レͼンδープρンબༀもै̽ています。また、地元

のম業৪に協力してもらい、ො൨ȆみそȆと̠ Ȇ͏なた

͇な̓のح工のୋ造と์คもしています。

　生産৪としては、皆さんに「おいしい」「また͓た

い」と̽࡞てもら̠ことが一๔のܔびです。レͼン

δープρンは、そんな生産৪とક৪のつながりを

生ごみの۪を通して生みし、市ྦྷの皆さんが一

にな̽て、長井のཅかな自டとވంする業や࠲

、えています。জもࣉな生活をつくる取り組みだとࢫ

ैͥ૽͓͂ͥ૽͈̦̾̈́ͤͬ
ষ͈ଲయ͜ͅ
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生ごみを分༆してくださ̽ている皆さんのことをএ

いながら、できるだけをࡘらし、ै に合̵ͩた

ၳのഐୃなঀ用をがけてऩをけています。

　今年度レͼンδープρン推進協議会では、行ଽ、५

大学と協力して、20年ոષにളるレͼンδープρࠁ

ンの۪߿地֖づくりの成果と࡛ેと課題をږす

るためのऔম業に取り組んでいます。市ྦྷの皆さ

んにはͺンΉートऔな̓にご協力をいただきۜ৫

૭しષげます。

　ଲయが変ͩり২会も変ͩり、レͼンδープρンに

もࡉೄすതがအ々てきているかとএいますが、̓

んなに時యが変ͩ̽ても自டの۪のಎにある「い

の̻との大୨さ」は変ͩりま̵ん。今回のऔࠫ

果も४ࣉにしながら、レͼンδープρンがして

きた「۪」を、今後̓のよ̠に৹い人達や子̓も達

にഥえ、ষのଲయに

合̽た取り組みに

していくのか、市

ྦྷも行ଽも一に

な̽てდし合̽て

いけͦ͊とএ̽て

います。皆さんの一

のご理解ご協力

をよͧしくおܐい

いたします。
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